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 i 
はじめに	 
 
	 本報告書では千葉大学大学院人文社会科学研究科後期課程研究プロジェクト「接触場面におけ
る言語使用と言語態度」(2013年度)の 1年の成果をまとめた．これまで刊行されてきた「接触場
面の言語管理研究」のシリーズとしては 11 冊目にあたる． 
 
	 本報告書では論文 7本と研究ノート 2本を掲載することができた．プロジェクトのテーマに含
まれている「言語態度」は，通常の意味ではなく，接触場面に対する長期的で習慣化された言語
管理の原則を指すものとして便宜的に使用されている．外国の地に長期滞在する人々がグローバ
ル化の影響下にあるホスト社会で獲得しつつある言語使用に対する原則とはどのようなものか
をさぐる試みである．鄒論文，高論文はそうした問題意識に基づいた研究と言える．ややアプロ
ーチは異なるがミラー論文も似た観点を持っている． 
	 電子メールの文章産出過程を扱った阿部論文は言語管理理論と類似した枠組を使っており，言
語管理理論の有効性を示しているようで興味深い．庄山論文は，2006年 1月に提出された卒業
論文をもとに中国での日本語教師経験を経て完成したもので，今回ようやく掲載することができ
た．著者の息長い努力に感服するばかりである．また、研究ノートとして孫論文とラッタナブリ
ー論文を掲載した． 
	 2012年度の言語管理研究会「評価研究と接触場面」において発表いただいた 3 組 4 名の方々
から発表内容をもとにした論文をお寄せ頂いた．宇佐美論文，野原論文，フェアブラザー論文い
ずれも言語使用や言語管理における評価を対象としており，本報告書のテーマである「言語使用
と言語態度」の重要な局面を論じている．ここに発表ばかりか玉稿を執筆頂いたことについて感
謝を申し上げたいと思う． 
	  
	 報告書の最後には 2012年 4月から 2013年 3月までの「言語管理研究会」の活動報告を載せた．
言語管理研究会はもともと千葉大学大学院社会文化科学科の研究プロジェクトの一環として発
足したが，その後，研究会として独立した学術活動を行っている．当プロジェクトのメンバーも，
プロジェクトの重要な活動の一部として研究会の運営に参加している．今年度はホームページを
無料で利用させてもらっていた@WORDのサービス終了を受けて，新たに言語管理研究会ホー
ムページ(http://lmtjapan.wordpress.com)を立ち上げた．ただし，内容の更新には至っていない．ご
迷惑をおかけしていますが，今しばらく時間をいただければと思います． 
	 さまざまな立場の方々との学際的な協力関係が望まれる．皆様のご指導を仰ぐ次第である． 
 
 
なお，本研究プロジェクト報告書からの部分的な引用に関しては，すでに著者の了解が
得られています．  
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